
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬山惨淡として眠るが如し 

高峰小学校長 井上真彰 

 子どもの頃、教科書や伝記に載っている偉人の功績を読んで、もっと早く生まれていれば自分だっ

てこのような発見をたくさんできたのにと残念に思ったことを今でも覚えています。その頃の私は、

自分の生きるこの時代はもうほとんどのことは発見、解明されていて、人類に知らない、分からない

できないことなどないと思っていたのでしょう。 

でも、年齢を重ねて認知できる世界が広がると、実は人類が知らない、分からない、できないこと

はまだまだたくさんあることに気づきます。例えば、この宇宙を構成する物質とエネルギーのうち、

私たちが知覚できているものは全体のたった５％と言われており、実は私たちが存在するこの宇宙の

９５％は未だに何でできているのかさえわからないのです。 

もう半世紀も前に子どもだった私でさえ、当時は思い違いをしていました。今を生きる子どもたち

が人類は既に万能の域に達していると勘違いしていても無理もありません。そのくらいここ数十年の

技術の進歩には目を見張るものがあります。日々の生活に何ら不便を感じないまま過ごしている子ど

もたちのやる気に火をつけることが難しいのは、もしかしたらその根底に子どもなりの理解によるこ

の世界に対する安心感があるからかもしれません。 

膨大な情報の収集が手元の操作だけで可能になって長い時間が経ち、端末が子どもたちにも行き渡

るようになりました。成長期における一方通行の情報流入過多の危険性が指摘されるようになると、

今度は生成AIという人工知能を生み出して、人間を端末と話をさせることで双方向性を実現しようと

世界規模での社会実験が始まっています。そして今、画面を通じて得る情報の信憑性が揺らぎ始めて

います。 

生まれてからある程度の期間は生身の人間と五感を使って接することを優先し、幼いうちに自分も

このかけがえのない世界の一員であるとの所属感を芽生えさせ、他者との交流により自分の考えが補

完される経験を繰り返すことで、自分が生きるこの世界には人類が知らない、分からない、できない

ことはまだまだたくさんあり、自分の活躍の場は必ずあることに思い至れば、おのずとやる気に火を

つけることにつながるような気がします。 

 

高峰小学校は地域と共にある学校です。これからもご支援とご協力をお願いします。 

連合音楽会に参加しました 

 コロナ禍により愛川町文化会館がワクチン接種会場として使用されるようになり、 

文化会館ホールを会場としていた連合音楽会は、これまで４年に渡る中止を余儀な 

くされてきました。昨年は中学校区の２校で合唱を披露し合い、今年からいよいよ 

全面的に再開したものです。１１月１０日に愛川町立６小学校の５年生が一堂に会 

して行われ、高峰小学校の５年生は担任の渾身の指揮により「ぼくらの地球」をみ 

ごとに歌い上げました。在校生のうち、２年生は１年間、３年生は２年間、４年生 

より上の学年は実に３年間もコロナ禍に伴う自粛の中で学校生活を送ってきたこと 

により、みんなで一緒に歌う機会を奪われてきました。練習を開始してから沢山の 

試練を乗り越えてこの日を迎えた５年生は、個人はもちろんのこと、集団としても 

きっとまた一つ大きく成長したことでしょう。 

愛川町立高峰小学校 
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職場体験がありました 

愛川町の中学校３校は進路指導の一環として毎年この時期に一斉に職場体験を行 

っています。愛川町の小学校も希望者を受け入れており、本校は１１月９日と１０ 

日の２日間、愛川中原中学校の２年生５人を受け入れました。初めにこの２日間は 

中学生ではなく、校内では先生と呼ばれること、知ることとなった個人情報には守 

秘義務があることなどの説明を受け、早速１年生から５年生までの教室に配属され 

ました。子どもたちも年齢の近い中学生が来てくれて大喜びです。すぐに馴染んで 

いました。２日間はすぐに過ぎ「小学生の時には知らなかった先生の仕事に触れる 

ことができてよかったです」と立派に挨拶をして体験を終えました。 

みねっ子フェスティバルを終えて          高峰小学校 PTA 会長 薄 直宏 

 日頃より P TA 活動において多大なるご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。11/ 

11(土)、４年ぶりに地域の皆様と一緒に「みねっ子フェスティバル」を開催することができました。 

保護者の皆様をはじめ、地域の各関係団体の皆様や先生方、PTA 関係者など携わっていただいたすべ

ての皆様に感謝申し上げます。 

子どもたちには、午前中、昔遊びやゲートボールなど各種遊びコーナーを通じて地域の皆様とふれ

あっていただき、午後にはバザーや射的などの各種遊びコーナーを楽しんでいただきました。実行委

員会の開催や、P T A 役員での打ち合わせなど、準備にはたくさんの時間と労力がかかりましたが、

当日、子どもたちの楽しそうな笑顔を見たときに「やってよかったなぁ」と心底思いました。 

思えば、私も子どもの頃、みねっ子フェスティバルがすごく楽しかった思い出があります。と同時

に「きっとあの頃の大人の皆さんも色々と準備してくれていたんだな」と改めて気付かされもしまし

た。いつか子どもたちが大人になったとき、同じことを思ってくれたら嬉しいですし、きっとそれが

郷土愛とかにつながるのかなと、うっすら思っています。これからも子どもたちへ「give ＆ give」

できるように精進する次第であります。 

１月の主な行事予定 
９日（火）始業式 下校指導 下校 11:00 

１０日（水）特別日課 下校 11:50 
１１日（木）給食開始 
１２日（金）委員会活動 
１６日（火）書初め展 １９日まで 
１７日（水）消防署見学（３年） 
２３日（火）児童朝会 
２４日（水）あすなろ教室 
２６日（金）クラブ活動（３年クラブ見学） 
２９日（月）新入生保護者説明会 １年下校 13:15 
３０日（火）児童朝会 
３１日（水）あすなろ教室 

学校運営協議会を開催しました 

愛川町の全ての小中学校は学校運営協議会を有するコミュニティースクールです。 

高峰小学校では１１月２１日に本年度２回目となる学校運営協議会を行いました。 

まずは行事が多かった２学期を映像で紹介し、その後実際に各教室を回って子ども 

たちの様子をご覧戴きました。元気な子どもたちと接して安心されたご様子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

随時更新しています。 

ぜひ、ご覧ください。 

  

 ホームページ 

お知らせ 
●学校教育アンケートの締切が今月 

の１５日となっています。まだ回 

答がお済みでない場合は右のQR 

コードからお入りください。 


